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議　

案

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３

月
９
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
、
議
案
34
件
、
報
告
３
件
、
追

加
議
案
︵
議
員
提
出
議
案
︶
１
件
が

上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

一
般
会
計

　

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
町
民
の
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
基
本
に
予
算
編
成

が
な
さ
れ
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
国

や
県
の
補
助
金
や
交
付
金
を
積
極
的

に
活
用
し
、
起
債
に
つ
い
て
も
財
政

措
置
が
有
利
な
も
の
を
充
当
し
、
財

源
確
保
を
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
で

は
経
費
削
減
、
費
用
対
効
果
や
効
率

性
を
重
視
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
で

あ
る
町
税
が
、
所
得
の
減
少
な
ど
に

よ
り
減
額
、
地
方
交
付
税
は
国
勢
調

査
の
結
果
、
人
口
減
少
で
減
額
と
な

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
の
交
付
税
の

増
額
に
よ
り
昨
年
と
同
額
を
見
込
ん

で
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
不
足
す
る

財
源
は
基
金
か
ら
取
り
く
ず
し
て
お

り
比
率
で
見
る
と
、
自
主
財
源
24
・

４
％
、
依
存
財
源
75
・
６
％
と
苦
し

い
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
的
経
費

で
は
、
職
員
給
の
減
額
な
ど
に
よ
り

0.4
％
減
の
12
億
３
７
６
０
万
２
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
建
設
事

業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
、
新
庁

舎
関
連
事
業
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、

24
・
１
％
減
の
11
億
２
１
５
万
９
千

円
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
減
額
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計 37億 2,700万円 一般会計一般会計 37億 2,700万円37億 2,700万円
（前年度比 9.0%減）（前年度比 9.0%減）

令和３年度当初予算の概要令和３年度当初予算の概要

特別会計 18億 8,351万 7千円 特別会計 18特別会計 18 億 8,351万 7千円億 8,351万 7千円
（前年度比 3.3%減）（前年度比 3.3%減）

　

令
和
３
年
度

　
　
　
　

主
要
事
業

民
生
・
衛
生

◆
福
祉
優
待
バ
ス
乗
車
証
交
付
事
業

◆
福
祉
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
︵
さ
さ
え
あ
い
基
金
︶

◆
子
育
て
応
援
グ
ッ
ズ
贈
呈
事
業

◆
保
育
園
の
副
食
費
助
成
事
業　
　
　
　

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業

　
　
　
　
︵
さ
さ
え
あ
い
基
金
︶

◆
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業

◆
祝
島
し
尿
運
搬
船
整
備
事
業

◆
先
進
的
な
英
語
教
育
推
進
事
業

◆
高
等
学
校
生
徒
通
学
定
期
購
入
費　
　
　

　

助
成　
︵
さ
さ
え
あ
い
基
金
︶

◆
学
校
給
食
備
品
購
入
事
業

◆
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
推
進
事
業

　
　
　
　
︵
放
課
後
子
ど
も
教
室
︶

◆
上
関
地
区
館
建
設
事
業

　
　
︵
今
年
度
は
解
体
と
設
計
︶　

産
業
・
土
木

◆
森
林
環
境
整
備
事
業

◆
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
防
災
減
災　
　

　

事
業

◆
漁
港
建
設
事
業

　
　

機
能
保
全
委
託
な
ど

教　

育

総
務
・
企
画

◆
自
治
会
組
織
等
運
営
費
助
成　
　

　
　
　
︵
さ
さ
え
あ
い
基
金
︶

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
事
業

◆
移
住
支
援
金
助
成
事
業

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

◆
新
庁
舎
建
設
事
業

◆
災
害
時
備
蓄
事
業

◆
町
営
バ
ス
運
行
事
業

◆
観
光
施
設
整
備
等
事
業

　

祝
島
航
路
待
合
所
改
良
工
事

◆
花
咲
く
海
の
ま
ち
推
進
事
業

◆
道
路
新
設
改
良
事
業

　

町
道
惣
津
観
音
線
道
路
改
良
工
事

◆
住
宅
建
設
事
業

　

定
住
促
進
住
宅
建
設
工
事

※1

※2

※3

※4
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33.1%

29.7%

37.2%

15.5%

7.5%

10.1%

2.3%

27.3%

14.1%

8.8%

13.1%

1.3%

24.4%

75.6%

4.6%

16.0%

3.8%

44.3%

6.7%

5.9%

16.4%

2.3% 一
般
会
計
歳
入
予
算

一
般
会
計
歳
出
予
算

住民福祉を支える
ための経費など
家庭でいうと医療
や福祉など

町が借りたお金の返済
家庭でいうとローン返済賃金・委託料・

消耗品などの経費
家庭でいうと光熱
費など

各種団体への
助成金など
家庭でいうと子
供への仕送り

6.7%

県からの補助になります
家庭でいうと実家からの
援助

国からの補助になります
家庭でいうと実家からの
援助

家庭でいうと預貯金より引
き出すお金になります

家庭でいうと
借金になります

国の財政制度で財源の均衡化を図る
ことを目的としています
家庭でいうと給与の諸手当て

2.3%
家庭でいうと預貯金より引
き出すお金になります

住民税・法人税・軽自動車税・
たばこ税などが町税となります
家庭でいうと基本給

2.3% 町が借りたお金の返済
家庭でいうとローン返済

家庭でいうと家の建て替え
修繕など

家庭でいうと
食費

※4※4※4

※3※3※3

※1※1※1

※2※2※2
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へ
き
地
歯
科
診
療
所
事
業

　

診
療
所
運
営
費
委
託
料
の
減
に
よ

り
前
年
度
に
比
べ
10
・
７
％
減
の

３
０
０
８
万
５
千
円
の
計
上
で
す
。

　

簡
易
水
道
事
業

　

前
年
度
に
比
べ
3.8
％
増
の

１
億
３
９
６
９
万
１
千
円
の
計
上
で

す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業

　

前
年
度
に
比
べ
28
・
２
％
減
の
１

１
２
１
万
円
の
計
上
で
す
。

　

漁
業
集
落
排
水
事
業

　

前
年
度
に
比
べ
3.3
％
増
の
１
８
４

７
万
１
千
円
の
計
上
で
す
。

　

航
運
事
業

　

運
航
経
費
の
増
に
よ
り
1.7
％
増
の

３
９
９
２
万
６
千
円
の
計
上
で
す
。

　

風
力
発
電
事
業

　

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
２
億
２
９

３
７
万
３
千
円
の
計
上
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　

前
年
度
に
比
べ
4.2
％
減
の
５
億
７

８
６
６
万
５
千
円
の
計
上
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
へ
の
納
付
金
の
減
な
ど

に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
0.4
％
減
の

７
９
９
２
万
５
千
円
の
計
上
で
す
。

　

介
護
保
険

　

保
険
事
業
勘
定
は
前
年
度
に
比
べ

5.3
％
減
の
５
億
８
７
６
５
万
８
千
円

の
計
上
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
勘
定
は
前

年
度
と
同
額
の
１
６
０
万
円
の
計
上

で
す
。

　

診
療
所
事
業

　

診
療
報
酬
の
減
額
な
ど
に
よ
り
前
年

度
に
比
べ
11
・
２
％
減
の
６
０
８
８
万

円
の
計
上
で
す
。

　

へ
き
地
診
療
所
事
業

　

診
療
日
数
の
増
に
よ
り
前
年
度
に

比
べ
7.7
％
増
の
５
６
０
３
万
３
千
円

の
計
上
で
す
。 特

別
会
計

　

用
地
取
得
事
業

　

前
年
度
と
同
額
の
５
０
０
０
万
円

の
計
上
で
す
。

令
和
２
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計

　

７
億
１
１
１
９
万
５
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
42
億
６
４
８
８
万

９
千
円
と
す
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
税
、
国

庫
支
出
金
の
増
、
県
支
出
金
、
基
金

繰
入
金
の
減
、
不
動
産
売
却
収
入
の

増
、
町
債
の
減
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
の

減
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
た
め
の
事
業
費
の
増
、

漁
港
建
設
費
、
道
路
橋
梁
費
、
消

防
費
な
ど
で
の
工
事
請
負
費
の
減
で

す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　

10
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
６
億
２
７
１
５
万
４
千
円
で

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療

　

32
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
８
０
５
２
万
８
千
円
で
す
。

　

介
護
保
険

　

保
険
事
業
の
予
算
総
額
は
６
億
４

８
９
９
万
８
千
円
で
す
。

　

診
療
所
事
業

　

７
０
６
万
１
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
は
６
１
３
５
万
５
千
円
で
す
。

　

へ
き
地
診
療
所
事
業

　

３
２
０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
は
５
３
３
６
万
７
千
円
で
す
。

　

へ
き
地
歯
科
診
療
所
事
業

　

２
８
３
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
は
３
１
４
０
万
２
千
円
で
す
。

特
別
会
計
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航
運
事
業

　

予
算
総
額
は
４
７
３
３
万
７
千
円

で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

○
上
関
町
表
彰
条
例
の
一
部
改
正

　

定
例
表
彰
の
時
期
を
改
正

○
上
関
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

労
働
基
準
法
お
よ
び
人
事
院
規
則

の
改
正
に
伴
い
時
間
外
勤
務
時
間
の

上
限
規
制
導
入

○
上
関
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
を

改
正

○
上
関
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
改
正

○
上
関
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
改
正

○
上
関
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
改
正

○
上
関
町
定
住
促
進
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

若
者
定
住
促
進
住
宅
の
払
下
げ
に

よ
り
改
正

規
約
の
変
更

認
　
定

そ
の
他

○
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
共
同
処
理
す
る
事
務
の
構
成
団

体
の
変
更
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
規
約

の
変
更

○
町
道
の
路
線
認
定

　

町
道
惣
津
観
音
線
道
路
改
良
工
事

に
よ
る
終
点
変
更
に
伴
う
惣
津
観
音

支
線
１
号
の
新
規
認
定

○
町
道
の
路
線
認
定
︵
変
更
︶

　

町
道
惣
津
観
音
線
道
路
改
良
工
事

に
よ
る
終
点
変
更
に
伴
う
変
更
認
定

○
副
町
長
の
選
任

　

松
中
副
町
長
が
退
任
す
る
た
め
、

新
た
に
橋
本
政
和
氏
を
副
町
長
に
選

任
　

松
中
前
副
町
長
に
は
永
年
に
わ
た

り
、
ご
尽
力
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

○
上
関
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
任
期
が
本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

満
了
と
な
る
た
め
次
の
３
名
の
方
を

選
任
す
る
。

•   

木
村　

力　
　

氏

•   

河
村　

陽
市　

氏

•   

松
永　

升
之　

氏

○
上
関
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
本
年

４
月
24
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た

め
次
の
６
名
の
方
を
任
命
す
る
。

•   

川
﨑　

茂
昭　

氏

•   

新
升　

久
人　

氏

•   

山
田　

建
夫　

氏

•   

河
津　

敏
美　

氏

•   

髙
松　

秀
義　

氏

•   

沖
田　

浪
子　

氏

橋本 政和 氏
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�

上
関
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

　

�　

議
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整

備
の
一
環
と
し
て
、
出
産
、
育
児
、

介
護
な
ど
議
員
と
し
て
活
動
に
配

慮
す
る
た
め
、
欠
席
事
由
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
出
産
に
係
る
産

前
・
産
後
の
欠
席
期
間
を
規
定
す

る
た
め
。
ま
た
、
請
願
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
請
願

者
へ
の
押
印
の
義
務
付
け
を
見
直

し
、
署
名
又
は
記
名
押
印
に
改
め

る
た
め
。

室津（志田）漁港

報　

告

○
専
決
処
分

　

・
工
事
名

　
　

令
和
２
年
度
室
津
（
志
田
）
漁
港

　

機
能
保
全
工
事

　

・
変
更
前

　
　

７
８
８
９
万
４
千
２
百
円

　

・
変
更
後

　
　

８
２
０
１
万
２
千
７
百
円

　
　

�

※
大
橋
損
傷
に
よ
り
大
型
ク
レ

ー
ン
の
移
送
が
陸
上
か
ら
海
上

輸
送
に
変
更
と
な
っ
た
た
め

　

・
契
約
の
相
手
方

　
　

㈱
浜
田
建
設

　
　
　

代
表
取
締
役　

濵
田　

憲
昭

質質
疑疑

応応
答答

　

山
谷
良
数
議
員

　

町
民
税
の
滞
納
額
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
。
徴
収
で
き
な
い
方
に
つ
い
て

調
査
を
毎
年
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

立
畠
総
務
課
長

　

高
額
滞
納
者
は
数
名
。
全
て
財
務
調

査
を
し
て
い
る
が
、
も
う
こ
れ
以
上
取

れ
な
い
と
い
う
状
態
。

　

山
谷
良
数
議
員

　

不
納
欠
損
と
し
て
落
と
し
て
い
く

こ
と
が
増
え
な
い
よ
う
、
十
分
考
慮
し

な
が
ら
徴
収
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

山
戸
孝
議
員

　

海
の
ま
ち
診
療
所
の
収
入
が
大
幅

に
減
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
岡
崎
高
齢
者
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　

新
設
に
よ
る
様
子
見
や
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
受
診
控
え
が
あ
っ
た
。
ま
た

室
津
の
医
院
の
閉
院
か
ら
海
の
ま
ち

診
療
所
の
開
院
ま
で
の
間
に
町
外
に

か
か
り
つ
け
医
を
持
た
れ
た
方
が
か

な
り
い
る
こ
と
で
、
予
測
よ
り
患
者
数

が
伸
び
な
か
っ
た
。
今
後
に
つ
い
て
は

検
診
関
係
や
予
防
接
種
、
往
診
な
ど
の

数
が
伸
び
て
い
る
の
で
、
よ
り
一
層
地

元
の
患
者
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　

山
戸
孝
議
員

　

今
後
、
上
関
町
を
無
医
地
区
に
し
な

い
た
め
に
も
大
切
な
施
設
。
か
か
り
つ

け
医
が
身
近
に
い
る
の
は
町
民
に
と

っ
て
も
利
益
に
な
る
。
利
用
促
進
に
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

山
谷
良
数
議
員

　

祝
島
の
駐
在
員
報
酬
を
報
償
費
に

差
し
替
え
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
以
前

も
質
問
し
た
が
、
協
議
し
て
い
き
た
い

と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
。

　

立
畠
総
務
課
長

　

祝
島
自
治
会
は
今
の
形
が
い
い
と

い
う
こ
と
で
今
ま
で
き
て
い
る
。
駐
在

員
報
酬
と
し
て
払
う
の
が
本
筋
だ
が
、

駐
在
員
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

ま
で
は
踏
み
込
め
な
い
。
た
だ
毎
回
こ

う
い
う
補
正
が
で
る
の
は
ど
う
か
と

い
う
の
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

議
員
提
出
議
案

○
土
地
開
発
公
社
の
事
業
計
画

　
　

公
有
地
の
取
得
、
管
理
、
処
分
に

　

５
３
８
万
９
千
円
を
計
上

○
第
57
期
上
関
航
運
㈲
の
経
営
報
告

　
（
令
和
元
年
10
月
１
日
～
令
和
２
年

　

９
月
30
日
）

　

・
決
算
状
況
お
よ
び
欠
損
金

　
　

売
上
高　

２
９
６
７
万
９
千
円

　
　

総
費
用　

１
億
４
１
８
万
１
千
円
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上
関
大
橋
の
損
傷
、
県
は

上
関
大
橋
の
損
傷
、
県
は

誠
実
な
対
応
を

誠
実
な
対
応
を

　

報
道
な
ど
で
15
年
前
に
上
関
大
橋
長

島
側
で
も
鋼
材
が
破
断
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
山
口
県
は
当

時
も
昨
年
の
大
橋
損
傷
時
も
そ
れ
を
公

表
せ
ず
、
上
関
町
に
も
伝
え
て
い
な
か

っ
た
。
県
は
町
に
説
明
と
謝
罪
を
し
た

が
、そ
の
内
容
と
町
長
の
受
け
と
め
は
。

県
が
事
実
を
公
表
し
、
危
機
感
を
持
っ

て
そ
の
後
の
検
査
を
し
て
い
れ
ば
、
室

津
側
の
損
傷
は
よ
り
早
い
段
階
で
対
応

で
き
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
。
ま
た

昨
年
の
大
橋
損
傷
に
よ
り
発
生
し
た
町

の
負
担
は
。
県
に
は
誠
実
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

質
問

県
は
積
極
的
な
対
応
を

し
て
い
る

15
年
前
の
件
に
つ
い
て
町
か
ら
県

に
説
明
を
求
め
た
。
県
か
ら
は
２
月

24
日
と
26
日
に
、
町
に
報
告
し
な
か

っ
た
理
由
の
説
明
と
、
配
慮
が
足
り

な
か
っ
た
旨
の
謝
罪
を
受
け
た
。
私

は
謝
罪
は
謝
罪
と
し
て
受
け
と
め
、

上
関
大
橋
の
復
旧
と
今
後
の
対
応

策
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
を
お
願

い
し
た
。
室
津
側
の
損
傷
に
つ
い
て

は
専
門
的
な
知
見
も
必
要
で
あ
り
憶

測
で
見
解
を
述
べ
る
の
は
差
し
控
え

た
い
。
財
政
措
置
は
県
に
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
残
り
の
部
分
は
額
が

確
定
し
た
時
点
で
要
請
を
行
う
考
え

だ
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

3月26日に規制解除された上関大橋

３月定例議会では３月定例議会では５５名の議員が名の議員が

　　　　　　　　５件の質問をしました。　　　　　　　　５件の質問をしました。

聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政

山戸 孝 議員
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清水 敏保 議員

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て

向
け
て

一
般
廃
棄
物
の
処
理
　
特
に

一
般
廃
棄
物
の
処
理
　
特
に

生
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て

生
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て

町
が
一
体
と
な
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す

ご
み
の
減
量
化
に
一
層

周
知
を
行
い
た
い

　

町
は
人
口
減
少
と
同
時
に
世
帯
数
も

減
少
し
、
今
後
は
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
の
割
合
が
急
増
す
る
。
今
回
、
介
護

保
険
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
何

を
重
視
し
た
計
画
な
の
か
。
要
介
護
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
と
行
政
が

協
働
し
、
地
域
共
生
社
会
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
今
後
ど
の
よ
う
に

予
測
さ
れ
る
の
か
。

　

生
ゴ
ミ
は
生
活
す
る
う
え
で
毎
日
発

生
す
る
。
現
在
生
ゴ
ミ
は
燃
や
せ
る
ゴ

ミ
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
処
理
対

策
と
し
て
町
の
行
っ
て
い
る
生
ゴ
ミ
処

理
器
の
助
成
制
度
が
あ
る
。
今
後
ゴ
ミ

の
減
量
、
循
環
型
社
会
の
形
成
の
た
め

に
も
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
の
有
効
活
用
を

含
め
た
検
討
を
行
政
・
町
民
を
含
め
た

多
様
な
主
体
が
関
っ
て
取
り
組
め
る
案

を
考
え
る
こ
と
は
価
値
の
あ
る
こ
と
と

思
う
。
上
関
町
と
し
て
今
後
生
ゴ
ミ
の

処
理
に
対
し
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
か
。

質
問

質
問

　
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
、「
あ
た
た
か
い
地
域
の
中

で
自
分
ら
し
く
輝
く
町
上
関
」
を
基

本
理
念
に
策
定
し
て
い
る
。
地
域
共

生
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
共
に
生

き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
地

域
で
の
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助

が
連
携
し
て
機
能
す
る
体
制
の
構
築

の
た
め
に
も
、
議
員
や
住
民
の
協
力

は
必
要
不
可
欠
だ
。
介
護
保
険
料
の

今
後
の
予
測
に
つ
い
て
は
、
国
の
制

度
改
正
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
保
険

料
を
算
出
し
た
結
果
、
第
８
期
の
保

険
料
の
基
準
額
は
第
７
期
と
比
較
し

て
月
額
７
０
０
円
減
額
し
５
５
０
０

円
に
な
る
。

　
一
般
廃
棄
物
は
可
燃
ゴ
ミ
や
ガ
ラ

ス
く
ず
、
タ
イ
ル
を
除
き
資
源
化
さ

れ
て
い
る
。
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
す
る

コ
ン
ポ
ス
ト
は
平
成
４
年
度
か
ら
、

電
気
を
利
用
し
て
乾
燥
さ
せ
処
分
す

る
電
気
式
ご
み
処
理
機
は
平
成
13
年

か
ら
、
上
関
町
快
適
環
境
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
下
で
購
入
者
に
費
用
の

助
成
を
行
い
利
用
の
推
奨
を
し
て
い

る
。
家
庭
内
か
ら
発
生
す
る
生
ご
み

は
各
自
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
で
堆
肥
化

し
、
利
用
す
る
こ
と
が
ご
み
の
減
量

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
今
後
も
こ
の

事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
畑
な

ど
で
堆
肥
を
消
化
で
き
な
い
方
は
、

水
を
よ
く
切
り
可
燃
ゴ
ミ
と
一
緒
に

処
理
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

久しぶりのお元気喫茶

畑に設置したコンポスト

山根 善夫 議員
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山谷 良数 議員

右田千賀子 議員

原
子
力
発
電
所
立
地
に
向

原
子
力
発
電
所
立
地
に
向

け
て
の
所
信
を
聞
く

け
て
の
所
信
を
聞
く

緊
急
通
報
・
生
活
サ
ポ
ー

緊
急
通
報
・
生
活
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

当
時
の
選
択
は
間
違
っ

て
い
な
い

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
周
知

し
て
い
く

　

町
は
原
子
力
発
電
所
立
地
に
よ
り
発

展
し
安
泰
を
願
い
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
工
事
は
中
断
し
て
い
る
。
こ
の
十
年

間
で
少
子
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
み
、

町
は
限
界
集
落
と
化
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
改
め
て
原
子
力
発
電
の
新

増
設
の
話
を
、
国
の
協
議
会
で
話
し
合

う
べ
き
と
の
声
が
あ
る
と
聞
く
が
、
原

子
力
発
電
所
立
地
へ
向
け
て
町
長
の
所

信
は
。

　

上
関
町
に
は
高
齢
者
な
ど
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
緊
急
通
報
・
生
活

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
申
込
み

の
あ
っ
た
各
家
庭
に
緊
急
通
報
装
置
を

設
置
し
、
利
用
者
は
月
額
３
０
０
円
の

負
担
で
24
時
間
３
６
５
日
の
安
心
と
安

全
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
。
ボ
タ
ン
を

押
す
だ
け
で
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
、

急
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
家
の
中
で

転
ん
で
立
て
な
い
時
、
セ
ン
タ
ー
が
状

況
を
判
断
し
て
救
急
車
の
手
配
や
遠
方

の
家
族
に
連
絡
を
行
う
。
高
齢
化
が
進

ん
で
い
く
と
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
は
重

要
で
あ
る
が
、
町
内
で
は
利
用
者
が
少

な
い
の
で
も
っ
と
周
知
を
す
べ
き
。

質
問

質
問

　
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
降

原
子
力
財
源
の
確
保
も
見
通
し
が
立

た
な
い
状
態
。
町
づ
く
り
の
考
え
方

は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
、
住

民
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に
す
る
。

も
う
一
つ
は
将
来
に
希
望
が
持
て
る

町
に
す
る
。
こ
の
10
年
間
さ
ま
ざ
ま

な
町
の
整
備
を
し
た
。
今
現
在
原
子

力
財
源
が
活
用
で
き
れ
ば
、
町
づ
く

り
は
、
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
が
速
ま
っ

た
と
思
う
。
原
子
力
発
電
所
誘
致
を

契
機
と
し
た
町
づ
く
り
を
当
時
選
択

し
た
こ
と
は
間
違
っ
て
な
い
。
今
年

示
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を

注
視
し
た
い
。

　
町
で
は
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
重
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
日

常
生
活
で
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た

め
に
安
否
確
認
・
相
談
・
消
防
署
へ

の
通
報
に
関
す
る
専
門
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
対
応
、
上
関
町
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
事
業
を
実
施
。
令
和
３
年
１

月
末
時
点
、
32
名
の
方
が
利
用
。
町

民
の
暮
ら
し
を
守
る
政
策
を
進
め
る

中
で
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見

守
り
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
も
そ
の
一
つ
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
遠
方
の
家
族

に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
用

す
る
。
広
報
・
回
覧
・
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
民
生
委
員
か
ら
住
民
の
皆

様
に
説
明
し
て
い
く
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

原子力発電所建設予定地（田ノ浦）

緊急通報装置（サスケ）



10かみのせき議会だより

■
編
　
集
／
議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

■
印
刷
所
／
中
村
印
刷
株
式
会
社

■
発
行
責
任
者
／
議
会
議
長
　
西
　
哲
夫

　
〒
742-1402　

山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
503

　
TEL�0820-62-0364　

FAX�0820-62-0783

令和3年4月23日　№ 154

委
員
長
　
岩
木
　
和
美

副
委
員
長
　
海
下
竜
一
郎

委
　
員
　
井
原
　
久
治

　
〃
　
　
右
田
千
賀
子

　
〃
　
　
山
戸
　
　
孝

議会広報広聴
調査特別委員会

　

次
回
定
例
会
の
初
日
は

６
月
８
日(

火)

の
予
定
で
す
。

　

４
月
８
日
に
、
上
関
小
学
校
・
中

学
校
、
９
日
に
は
、
祝
島
小
学
校
が

５
年
ぶ
り
の
再
開
で
入
学
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式
に
な
り

２
度
目
の
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
夢
と
希
望

で
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
子
ど
も
は
﹁
地
域
の
宝
﹂
で

す
。
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

•

町
経
済
の
活
性
化
に
関
す
る
要
望

　
　
　

上
関
町
商
工
会

　
　
　
　
　

会
長　

濵
田　

憲
昭

要　

望

編

集

後

記

議
会
活
動
報
告
（
令
和
２
年
11
月
26
日
〜
令
和
３
年
３
月
１
日
）

３
月
１
日

２
月
26
日

２
月
19
日
〃
２
月
18
日

２
月
17
日

２
月
12
日

２
月
10
日

２
月
２
日

１
月
26
日

１
月
18
日

１
月
13
日

１
月
６
日

12
月
25
日
〃
12
月
24
日

12
月
23
日

12
月
16
日
〃
12
月
９
日

12
月
８
日

12
月
４
日
〃
12
月
３
日
〃
12
月
１
日

11
月
26
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会
︵
海
下
・
山
根
・
井
原
・
右
田
・
山
谷
・
西
︶

例
月
出
納
検
査
︵
井
原
︶

上
関
町
人
権
学
習
講
座
︵
西
・
岩
木
・
井
原
・
海
下
・
右
田
・
山
戸
︶

熊
毛
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会
︵
西
︶

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
議
会
監
査
︵
海
下
︶

周
東
環
境
衛
生
組
合
議
会
定
例
会
︵
右
田
︶

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
議
会
定
例
会
︵
海
下
︶

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会
︵
清
水
︶

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
︵
海
下
・
山
根
︶

例
月
出
納
検
査
︵
井
原
︶

議
会
広
報
委
員
会
︵
岩
木
・
海
下
︶

議
会
広
報
委
員
会
︵
岩
木
・
海
下
・
井
原
・
右
田
・
山
戸
︶

議
会
広
報
委
員
会
︵
岩
木
・
海
下
・
井
原
・
右
田
・
山
戸
︶

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会
︵
清
水
︶

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
議
会
定
例
会
︵
海
下
︶

例
月
出
納
検
査
︵
井
原
︶

議
会
広
報
委
員
会
︵
岩
木
・
海
下
・
井
原
・
右
田
・
山
戸
︶

議
会
広
報
委
員
会
︵
岩
木
・
海
下
・
井
原
・
右
田
・
山
戸
︶

議
会
運
営
委
員
会
︵
海
下
・
山
根
・
井
原
・
右
田
・
山
谷
・
西
︶

第
４
回
定
例
会
本
会
議

第
４
回
定
例
会
本
会
議

山
口
県
町
議
会
広
報
研
修
会
︵
周
防
大
島
町
︰
岩
木
・
海
下
・
井
原
・
右
田
・
山
戸
︶

総
務
文
教
常
任
委
員
会
︵
右
田
・
山
戸
・
岩
木
・
西
・
山
村
︶

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
︵
清
水
・
山
谷
・
井
原
・
海
下
・
山
根
・
西
︶

全
員
協
議
会

第
４
回
定
例
会
本
会
議

例
月
出
納
検
査
︵
井
原
︶

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

　

山
口
県
町
議
会
広
報
研
修
会

12
月
４
日
、
周
防
大
島
町
役
場
で
県

内
５
町
の
広
報
委
員
が
、
議
会
だ
よ
り

の
編
集
に
つ
い
て
各
町
の
問
題
点
を

議
題
と
し
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
長
所
を
参
考
に
し

て
今
後
の
広
報
作
成
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

県町議会広報研修（周防大島町）


